
チケット予約は、電話でも
受け付けています。
貸館・貸ホールも随時受け
付けています。詳しくは、
ホームページをご覧くだ
さい。

東条文化会館
「コスミックホール」
〒673-1311
加東市天神66
☎ 47-1500
受付 9時～17時

毎週水曜日
国民の祝日の翌日

令和5年1月1日～9月30日までの出動状況
火災 26件、救急 1,711件、救助 44件

問北はりま消防組合加東消防署  ☎42-0119 
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問加東警察署　☎42-0110
加東警察署だより

　11月5日は、1854年(安政元年)11月5日に発生した「安政南
海地震」で、大津波が和歌山県を襲た際に、濱口梧陵が稲わら
に火をつけ、村人を高台に誘導し、命を救った「稲むらの火」
の逸話にちなんで「津波防災の日」とされています。
　加東市内の津波被害は想定されていませんが、観光や仕事
等で海の近くに行かれる際は、次の心得を忘れないようにし
ましょう。

□避難する方法を事前に確認しておく
□震源地から離れていても津波が襲って
　くる場合がある
□津波警報・注意報が発表されたら、すぐ
　に高台や避難ビル等、安全な場所に避難
　する
□津波警報等が解除されるまで、安全な場
　所から離れない

　11月9日㈭から15日㈬までの7日間は「秋季火災予防運
動」の実施期間です。
　火災が発生しやすい時季を迎え、市民のみなさんに火
災に対する注意点を呼び掛けることで、火災の発生を防
ぎ、死傷者を発生させないことや、財産の損失を防ぐこと
を目的としています。

○…通常営業　△…施設予約のみ　×…休業

※12月27日㈬は、
　□滝野総合公園体育館「スカイピア」・社公民館で、施設予約の
　　受付のみ行います。
　□東条グランド管理棟は休館日です。
　□体育施設(トレーニングジム・体育館・グラウンド・テニスコー
　　ト・パークゴルフ)の使用はできません。

1寝たばこは絶対しない・させない
2ストーブの周りに燃えやすいも
　のを置かない
3コンロを使うときはそばから離
　れない
4コンセントはほこりを清掃し、不
　必要なプラグは抜く

1ストーブやコンロ等は安全装置
　の付いた機器を使用する
2住宅用火災警報器を定期的に点
　検し、10年を目安に交換する
3部屋を整理整頓し、カーテン、寝
　具、衣類は、防炎品を使用する
4消火器等を設置し、使い方を確認
　しておく

5お年寄りや身体の不自由な人は、
　避難経路と避難方法を常に確保
　し、備えておく
6防火防災訓練への参加、戸別訪問
　などにより、地域ぐるみの防火対
　策を行う
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